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令和6年6月21日

株式会社登昭建設

登昭建設では、太陽光を使用したクリーンエ
ネルギーを自家発電しつつ、断熱性能を高め
る事による省エネルギー環境を整えた「省エ
ネ住宅」をご提供する事で 「7.エネルギーを
みんなに そしてクリーンに」のSDGs活動を実
施しています

「健康住宅」をコンセプトに多くのお施主様
に健康に過ごせる住宅をご提供を行う事で「
3.すべての人に健康と福祉を」のSDGs活動を
実施。高気密・高断熱で未病で健康的に過ご
せる健康住宅は、全ての住宅でUa値0.6、気密
性能値0.6を実現しています。

「8.働きがいも経済成長も」のSDGs活動として、
ワークライフバランスの充実の為に登昭建設では
、社内規則を作成し、私生活を充実できるように
様々な施策に取り組んでおります。私生活が充実
する事により働く意欲も増加し、経済成長に繋が
る取り組みと考えております。特別休暇制度の設
定。毎月最終金曜日にプレミアムフライデーの実
施等を行っております。

⑦エネルギーをみんなに
 そしてクリーンに

業務として、岐阜で住宅をご検
討のお客様に、太陽光を使用し
たクリーンエネルギーを自家発
電しつつ、断熱性能を高める事
による省エネルギー環境を整え
た「省エネ住宅」をご提案し、
2023年度では、年間5件以上の住
宅を建設しております。

省エネ住宅の普及

2030年までに、年間10件以上の省
エネ住宅の普及を目標とする。

③すべての人に健康と福
祉を

⑧働きがいも経済成長も

2023年度に施工した住宅の全
てにおいて、Ua値0.6、気密
性能値0.6を実現

2024年4月から、社内規則を
変更・記述化し、特別休暇制
度の設定。毎月最終金曜日に
プレミアムフライデーを実施
。

Ua値0.6、気密性能値0.6での住宅
の施工率

従業員の働き方の変更、ワークライフバランス
の重視に伴う働きがいの満足度の上昇

2030年までに、Ua値0.6、気密性
能値0.6の施工率100%を維持。

半年に一度の従業員との面談におい
て、ワークライフバランスへの意識
と働く意欲に関する項目を追加。5段
階の評価（1が最低5が最高）をして
もらい、平均4点以上を目標とする。

■重点項目についてホームページへの記載と従業員への周知を行っております。
■半年に１度の面談の際に重点項目のＳＤＧｓ活動についてのヒアリングと意見交換・意識共有を行い、PDCAサイクルを回す仕組みとし
ています。

ＳＤＧｓの取り組みについての特設ホームページ：https://design-p.com/tosho/


